
 

  

  

  

６月２３日（月）放送予定 

ヒマラヤ 氷河湖決壊の危機 

 
世界の屋根ヒマラヤで、地球温暖化による氷河の縮小
が急激に進んでいる。ＩＰＣＣは「２０３５年までにヒマラ
ヤの氷河の８０％が消失する」と予測。山岳氷河が融
けてできた氷河湖の決壊洪水が頻発すると警告してい
る。今年５月、慶応大学の研究チームが、エベレスト山
麓の決壊寸前の氷河湖イムジャ・ツォを訪れ、宇宙衛
星と標高5000mの地上から氷河湖を観測する世界初
の警報システムの構築を目指した。番組では、調査に
同行して氷河湖の最新の状況を伝えるとともに、決壊
被害の精緻なシミュレーションを行う。さらに、ヒマラヤ
山脈は長江など７つの大河の源流であり、アジアの水
がめの役割を果たしている。将来、氷河が消失する
と、インダス川などで河川の流量が大幅に減少し、下
流の水資源に大打撃が及ぶと研究者は指摘する。目
前に迫る決壊洪水、そして将来の水不足。温暖化がヒ
マラヤ山麓と下流のアジアの人々の暮らしに及ぼす重
大な危機について考えていく。 
（NO.2602） 
 
スタジオゲスト：中尾 正義さん

  （総合地球環境学研究所名誉教授）
  

  

６月２４日（火）放送予定 

二酸化炭素を封じ込めろ 
～切り札となるか 地中埋設技術～（仮題） 
 
“待ったなし”の対策が求められる二酸化炭素排出量
の削減。7月の洞爺湖サミットでも中心テーマとして話
し合われる。しかし、世界に先駆けて省エネ技術を導
入してきた日本にとっては、より一層の削減は容易で
はない。こうした中、注目を集めているのが、工場など
から出る二酸化炭素を回収し、地中に封じ込める新技
術だ。実証実験が各地の製鉄所や発電所、そして新
潟のガス田で進められている。埋めた二酸化炭素を天
然ガスに生まれ変わらせる研究も始まった。その一方
で、コストの課題や、埋めた二酸化炭素が漏出しない
かなど安全性の議論も起きている。二酸化炭素削減の
最新技術と課題を探る。 
（NO.2603） 
 
スタジオゲスト：藤井 康正さん

  （東京大学大学院教授）
   
   

1/1 ページクローズアップ現代 放送予定

2008/06/23http://www.nhk.or.jp/gendai/yotei.html


